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☑
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経済

環境

事業者名 有限会社　スクラム

世界では、貧困・紛争・テロ・気候変動・資源の枯渇など様々な課題に直面していますが、わたし達の会社はＳＤＧｓと関わり
の深い”食”と”人”に携わる企業であります。日々の食品ロス等への取組み、携わる人が活躍できる環境整備に力を注ぎ、
常に前進する企業であり続けます。また、女性が大多数を占める企業として、様々な分野で個性と能力を十分発揮できる豊
かで活力ある企業を目指し、ワーク・ライフ・バランスを推進することで、子育て支援策の充実にも取り組んでまいります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

廃棄食材（フードロス）の減少
※弊社が営む給食施設

地元人材の雇用の創出

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

携わるすべてのステークホルダーとの信頼関係の構築に努めるとともに、自社の働きやすい職場環境の整備等
で従業員満足度の向上を図る。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

廃棄食材（フードロス）の減少
■2024年度末期20％減少
（2021年度末　558㎏廃棄より）

社用車のEV・ハイブリッド車への転換

社会

経済

環境

社会

経済 2両
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当
する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更
新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

■2024年度末10％増（2021年
度末　85名）

前期の指標に対する実績

地元人材の雇用の創出

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

事業の拡張を行ったことで大幅な雇用増に繋がり、目
標は達成できた。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a 車両代替予算を計上し、ハイブリッド車（1両）の導入を
行った。

□2024年（1両）

a
食材廃棄量の削減に目標値（20％削減）を設定し取り
組んできたが未達成となった。要因として献立や食材
仕入量の影響が大であったため、今後は栄養士や現場
スタッフとともに速やかに見直しを図ります。

項目 職員の雇用数

三側面
（分野に☑）

現状（2025年） 更新時（3年後）

社用車のEV・ハイブリッド車への転換 現状（2025年） 更新時（3年後）

□2024年（502ｔ）
※当初目標値は558tからの20％
削減を設定していたが、結果10％
程度の削減にとどまった。

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

1両

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標（分野に☑）

■2021年（0両）、2024年（1両）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

□2024年（112名）
※当初目標値は85名からの10％
増(94名程度)であったが、112名
(2024年)となり27名の増員に
繋がった。

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 食材廃棄量

現状（2025年） 更新時（3年後）

502㎏

112名 123名

項目 社用車（EV・ハイブリッド車）の数

451㎏


